蝶々生態公園Bのエリア
貴賓の皆様、ようこそ蝶々生態公園エリアにいっらっしゃいました！続いて、Ｂのエリアで、皆様に

水の中で有名的な水生昆虫を紹介しましょう。
皆様、どうぞ、Ｂ１の位置に来てください。

B1. 龍蝨（ダイビングカブトムシ）
龍蝨（ダイビングカブトムシ）は、また、水の中のキラーと呼ばれています。台湾語には、「水亀」と言って、気性は最も凶暴的です。肉食性の水中昆虫を食べることが好きです。だから、生きているか、あるいは死亡したにも拘らず、小さいな魚、小さいエビ、或いは偶には、自分の同類も食べることさえあります。龍蝨（ダイビングカブトムシ）は、また、「水の中の道路清掃者」とも呼ばれています。
龍蝨（ダイビングカブトムシ）の後ろの足は羽の形になって、1匹の蛙のように泳ぎます。呼吸の方法はもっと特別で、
お尻を利用して空気を吸収し、息を1口で吸い込むと3分間から５分間の時間において、身を隠すことが出来ます。
皆様、どうぞ、Ｂ２の位置に来てください。

B2負子蟲(大きい水のバグ)

負子蟲(大きい水のバグ)は、半翅目（パンチモク）の田鱉科（タガメ科）に属されていて、水に生息するカメムシの一種です。体長は、１～２センチがあり、体がやや平らにして少し菱形が現れて、カーキ色、鰓（えら）を備えていない、常に水面までに換気しなければならなくて、普通は溝、水田、小池の中にほとんど探し当てることが出来ます。主要に水の中の小さい昆虫を捕食しています。例えば、モグサの虫、ボウフラなどがあります。行動は迅速で、『水の中の小さい暴君』との呼び方があります。負子蟲(大きい水のバグ)の雌虫は、交配した後に卵を雄虫の背中に産んでおいて、その後、

雄虫は卵をずっと背負って幼虫が孵化するまでに背負いし続けています。それから、幼虫が孵化された後に卵の外殻を初めて捨てます。だから『立派な旦那さん』という渾名も付けられています。雄と雌の外形は似ているために、交配する季節だけに一目で性別を見分けることしか出来ないのです。

B3水蠆（ヤゴ）

水蠆（ヤゴ）は、トンボとイトトンボの幼虫は、私達が彼らを水蠆（ヤゴ）と呼んでいます。水蠆（ヤゴ）は、凶暴的な肉食性昆虫です。トンボとイトトンボの幼虫は、すべてが水の中で生息を過ごし、不完全変態の昆虫に属されています。4月の天気が暑くになった後以降に待って、初めて水面の上に這い上がりまして、羽化をして空を制覇する肉食性の小さいな覇者となっています。

B4紅娘華（水さそり）
紅娘華（水さそり）は、半翅目（パンチモク）の水生昆虫です。彼の外形はさそりと最も似ているために、また『水蠍子』（スイシェジイ；水さそり）と呼ばれています。道路の側に水が溜まっているところ、数多くの紅娘華（水さそり）を探し当てることが出来ます。その成虫もほとんど、一年中にはすべてが見えます。主要な生息場所は平地、低海抜の山の区域です。常に山の区域の緩やかな水の流れの溜まるところに見かけられます。
紅娘華（水さそり）は、不完全変態です。(卵--->若虫--->成虫)という成長過程です。
紅娘華（水さそり）の食べ物は：水生動物、例えば；小さい魚、オタマジャクシなどがあります。
人工飼育する場合、オタマジャクシ、パンの虫で飼育します。
皆様、どうぞ、Ｂ５の位置に来てください。

B5水黽（ミズノカ）
水黽（ミズノカ）は、水の上にスケーターの達人です。水黽（ミズノカ）は、蚊と似ていて、また、蜘蛛にも似ています。俗称として、水の蚊です。落ち着いている池の水面の上で、すべてが水黽（ミズノカ）を発見することが出来ます。しなやかで美しい水上スキーの姿も、水の中のバレの出演者にも称賛されています。動きは最も快速なので、また「水上スキー達人」にも呼ばれています。水黽（ミズノカ）は、細長い足があって、その足には繊毛があって、だから、水面の上で浮かぶことが出来て、足が湿っぽい時になった後で、木の枝に登って、足の上での油を拭くという整理整頓の動作を始めます。
皆様、どうぞ、Ｂ６の位置に来てください。

続いて、蝶々の幼虫は好きな食べる草を認識することから始めましょう
ひとつの蝶々生態公園を成立させるためにまず、各匹の幼虫が好きな食べ草の葉を栽培しなければなりません。幼虫は、好きな食べ草を私達は、「食草」（しょくそう）と纏めて総称します。だから、「食草」（しょくそう）は、蝶々の幼虫に対して、これほどの重要性があることを言うまでもありません！
異なる蝶の幼虫は食べている「食草」（しょくそう）は、すべてが固定された種類であり、なおかつ大部分の食草は、

毒性が具有する植物です。偽装で敵を欺く、びくびくする勢いを装って、色の警告を出させて、臭い角の策略、それぞれの各幼虫がそれぞれの身を守る奥の手を持っています。
皆様、どうぞ、Ｂ７の位置に来てください。

B7馬兜鈴（マトウリン）
馬兜鈴（マトウリン）は毒性が具有されています。以前にはマトウリンは、漢方薬の材料として使用されていて、数多くの人々は、馬兜鈴（マトウリン）を食べた後に馬兜鈴酸に当って、人体の腎不全が引き起こして死亡した。馬兜鈴（マトウリン）は、赤い紋様のアゲハチョウの幼虫の重要な食草植物です。木の葉っぱの上に注意深く探し当てれば、1匹の数多くの肉翼がある赤い紋様のアゲハチョウの幼虫は、彼の馬兜鈴（マトウリン）の立派なごちそうを享受していることが見えますのよ！
皆様、どうぞ、Ｂ８の位置に来てください。
B8華他卡藤 （ワタカフィジ）
華他卡藤 （ワタカフィジ）は、ガガイモ科の毒性がある木質の藤です。葉っぱの形は、卵形、あるいは円形に近い形状であり、葉っぱの先端部は、短くてだんだん鋭くになります。薄くて小さい紋様がある青いぶちの蝶の食草になる植物です。
皆様、どうぞ、Ｂ9の位置に来てください。
B9爬森藤（パスンフジ）

タイハクぶちの蝶の幼虫はキョウチクトウ科の爬森藤（パスンフジ）を食べるのが好きです。爬森藤（パスンフジ）の体には、毒性が含有されており、海辺の沿岸に成長しています。タイハクぶちの蝶も、最も代表性がある蝶々となっています。タイハクぶちの蝶の幼虫は、体には1つ黒、1つ白の条紋があり、毒蛇の中での「雨傘節」（イサンチエ）

と似ています。注意深く爬森藤（パスンフジ）の葉っぱの下に探し当てれば、偶にはタイハクぶちの蝶が産んだ卵を発見することが出来ます。

皆様、どうぞ、Ｂ10の位置に来てください。
B10魚木(スパイダーツリー)
魚木(スパイダーツリー)は、落葉性がある高木に属されています。台湾全島の低海抜地区で魚木(スパイダーツリー)を発見することが出来ます。　魚木(スパイダーツリー)は、粉蝶科（フンチョウカ）の重要な食草です。例えば、
赤く白い蝶、紋白蝶（モンハクチョウ）などがあります。赤くて白い蝶の幼虫は、葉脈の中に隠す習性があり、緑色の体は、まるで木の葉のように優れる保護色となっています。ひとペアの黒色の大きい目があり、見たところは、1本の小さい青竹の糸と同じように見えますが、もし、彼に対して攻撃しようと思っている天敵がいるとすれば、赤くて白い蝶の幼虫も毒蛇が人を咬むような動作を真似することが出来ます。
B11馬利筋（ケツエキバナ）
一座の蝶々公園を建立するためにまず、各幼虫が好きな食草を用意しなければなりません。各匹の幼虫は、好きな食草がそれぞれに異なっています。次に良い花密の源である植物を栽培し、蝶々の採食に提供することです。馬利筋（ケツエキバナ）は、非常に良い花密の源である植物であり、同時に樺斑蝶（カバブチチョウ）の幼虫の食草です。
斑蝶（カバブチチョウ）の幼虫は、有毒植物である馬利筋（ケツエキバナ）を食べるとは言え、有毒植物を食べたせいで中毒して死亡することがなく、逆に毒素を体内に貯蓄させて、だから、樺斑蝶（カバブチチョウ）の幼虫の外観は、見たところでは、非常に艶やかです。鋭くて長い肉の棘は、意図的にその他の動物に警告を発しています：「私は馬鹿にできない！」のよ！これは、樺斑蝶（カバブチチョウ）の「警戒色」です。
馬利筋（ケツエキバナ）を断ち切った後に白色の乳液が流れ出して、手がうっかりに触れた後にどうぞ、手を洗うことを済ませてから、初めてものを食べることができることを忘れないでください。そうしないで、毒素を口から食べ入れて、中毒症状が発生するおそれがあります。
皆様、どうぞ、Ｂ12の位置に来てください。
B12かんきつ類のヘンルーダ科の植物
かんきつ類のヘンルーダ科の植物は、皆様が良くご存知しているミカン、柳丁、ブンタン、レモン、キンカンの木などは、かんきつ類の植物です。よく見かけた大きいアゲハチョウ、かんきつ類のアゲハチョウなどの幼虫は、すべてがかんきつ類の植物に頼って、その植物の葉っぱで生息しています。だから、貴方様の家には、かんきつ類の木が植えされている時に最も容易にアゲハチョウは、葉っぱの上に産卵をしてくれます。アゲハチョウの卵が幼虫を孵化し出す時に、毛の短い毛虫（けむし）は、先に葉を食べるのではありません、逆に先に自分の卵の殻を食べてしまいます。なぜかというと、それは、卵の殻には、良い栄養物である蛋白質が豊富に含有されているからのです。木の葉っぱの上には、何匹の大きいアゲハチョウの幼虫がいて、大きいアゲハチョウの幼虫は、小さい時に鳥の大便の色を真似することがあったのだが、幼虫が大きく成長した後に、体もますます、木の葉の緑色と似て来ています。鳥の大便と木の葉の緑色を真似するのは、主要な目的として、偽装と保護をするためのです。また、アゲハチョウの幼虫は、怒る時に頭のてっぺんは、また、１対のオレンジ色の臭い角が伸ばし出てきて、そして、最も人々に我慢できないほどの臭い匂いが発散しています。
皆様、どうぞ、Ｂ13の位置に来てください。
B13　蝶々の食べ物を紹介しましょう、彼らが好きな食べ物は、皿の中に沢山の種類が展示されています。
1. 花蜜
花蜜は、蝶の１つの重要な食品の源です。モンシロチョウ、アゲハチョウ、ぶちのチョウ、小さくて灰色のチョウの大多数は「花蜜」を吸い込むことが好きで、特に日光のより強い花の群の中でおいしい食べ物の花蜜を吸い込むことが好きです。
2. 發酵水果（発酵のフルーツ）
蛺蝶科（ヒオドシチョウ科）の蝶々は、特に腐っている発酵する果物を吸い込むことが好きです。貴方様の家で、腐っているパイナップルがあれば、それを林の中で捨て去れれば、ヒオドシチョウ科のチョウは、その香ばしい香りのためにパイナップルの捨て場所にすぐにも集まって来ますのよ。
3. 人工蜜源（人工の蜜の源）
冬には、花蜜の源である植物が咲いた花の数は少なくなった時に、蜂蜜の水、ヤクルト、パイナップルの汁、柳丁の汁、ビールなどのいろいろな液体から調合した「人工の蜜の源」を利用します。チョウは人工で調合した花蜜の案内に来て、「人工の蜜の源」を吸い込みます。こうして、「人工の蜜の源」は、「花蜜」に取って代わります。
4. 鉱物質（ミネラル物質）
あるチョウは、自分で「ミネラル物質」が含有する土地の上で、必要なミネラルのエレメントを吸い込んで、一種の比較的に特殊的な植物を探す行為を形成するのです。
5. 樹汁（樹液）
枯葉蝶（カレバチョウ）、大紫蛺蝶（ヒオドシチョウ）は、樹液とジュースを吸い込むことが好きで、だから、樹液も

一種のチョウの食品の種類です。
6. 動物糞便（動物のフンベン）
蛺蝶科（ヒオドシチョウ科）、蛇目蝶科（ジャモクチョウ科）、挵蝶科（ロウチョウ科）は、曇り、あるいは、日光が強くない時に活動することが好きです。それと同時に動物のフンベンを食べ物として吸い込むこともあります。
7. 水
黃蝶、雲紋粉蝶（モンシロチョウ）、寬青帶鳳蝶（アオオビアゲハチョウ）などは、これらの種類の蝶々は、水の源のところに集まって、「水を吸い込む」ことが好きです。それによって、大量のチョウは水を吸い込むような特殊な光景を形成するのです

8. 汗水（アセのミズ）

酷く暑い夏には、人体がたらたらと汗が流れ出す時に、蝶も、貴方様の体までに上がってきて、しょっぱい汗を吸い込んでいて、最も面白い画面を形成するのです。

We are going to introduce some aquatic beetles in B section.

Please go to B1. 

Redaceous diving beetles

They have short, but sharp mandibles. Immediately upon biting they deliver digestive enzymes. The larvae are commonly known as water tigers. They are mean and violent. They eat small fish and shrimps/ Sometimes they even eat each other. Their back legs look like leather. They swim like a frog. The way they breathe is special. They use their bottom to breathe. They can hide for 3 to 5 minutes fin one breathe. 

Please go to B2

Giant water bugs
The Giant Water Bug is one of the largest insects in the U.S. and Canada. Giant water bugs are approximately 1.5 inches (3.8 cm) in length. Alternate names include toe biter because they can deliver a nasty bite, and electric light bug because they are attracted to lights. Larvae eat small aquatic invertebrates, while adults prey on any small animal they can handle, including insects and other aquatic invertebrates. Femalegiant water bugs lay eggs on the back of male giant water bug after mating. The male giant water bugs carry the eggs until they hatched out.

B3 Nymph

The larval stage of large dragonflies may last as long as five years. In smaller species, this stage may last between two months and three years. When the larva is ready to metamorphose into an adult, it climbs up a reed or other emergent plant. Exposure to air causes the larva to begin breathing. The skin splits at a weak spot behind the head and the adult dragonfly crawls out of its old larval skin, pumps up its wings, and flies off to feed on midges and flies.

B4 Water scorpion

They are commonly called water scorpions for their superficial resemblance to a scorpion, which is due to the raptorial forelegs and the presence of a long slender process at the posterior end of the abdomen, simulating a tail. Water scorpions are able to swim, but very sluggish. They prefer to walk on mud or between waterplants. Winter is no problem for them: they may survive in an air bubble in solid ice. With some luck you may see one crawling upside down under the surface of a frozen pond, like the specimen on the picture at left. That scorpion stopped when sensing an air bubble at the tip of the abdomen, and used it for refreshing its air supply.

Please go to B5

B5 Water strider

They are sometimes called pond skaters and Jesus Bugs because they "walk" on water. Their legs have tiny, water-repellent hairs that hold tiny air bubbles, allowing them to skate on the surface of the water.

Please go to B6

Next, let’s learn something about the plants that butterflies larvae like to eat. The fist thing of having a butterfly ecology park is growing the plants that each butterfly species like. Each species has their preference of the plant. Most of the plants are poisonous. 

Please go to B7

B7 Birthworts

It plays a minor role in Traditional Chinese Medicine. It is however most notable for containing toxic aristolochic acid. It causes kidney failing and then death. Look carefully on the leaves. There is a larva of the Common Rose butterfly enjoy his birthwort meal. 

Please go to B8 

B8 Dregea volubilis

It belongs to Asclepiadaceae family. The shape of leaves are like eggs or close to round. It is the food of the larva of Milkweed butterflies.

Please go to B9

B9 Helicoid-stamenal Parsonsia

The larva of brush-footed butterflies likes to eat Helicoid-stamenal Parsonsia. There is poisonous chemical in it. Helicoid-stamenal Parsonsia grows along beach side, so brush-footed butterflies become the representative butterfly in the coast area. The larva of brush-footed butterflies have white and black stripe on their body. If you look carefully under the leaves of Helicoid-stamenal Parsonsia, you might find brush-footed butterfly’s eggs. The leaves can protect eggs from sun, rain, and predators. 

Please go to B10

B10 Spider tree

Spider tree is the food of the Pieridae Family butterflies, like Great Orange Tip and white butterfly. The larvae of Great Orange Tip like to hide between the vein of leaves. Their bodies are green and it can protect them from being eaten by predators. They have black big eyes, and when predators want to attack them, the larvae of Great Orange Tip will imitates the snake biting action. 

B11 Blood-flower Milkweed 

The most important elements of a butterfly park is the plants that the larvae of butterflies like to eat. The second important elements is the nectar plants for butterflies to eat. Blood-flower Milkweed is a very good nectar plants. It also is the food of the larvae of Common Tiger butterfly. The larvae of Common Tiger eat poisonous blood-flower milkweed, but they don’t die from it. They store up the poisonous chemicals in their bodies, so their bodies are very colorful. It is a sign of warning the predator: “Don’t mess with me!” If you break the blood-flower milkweed, you will see the white fluid come out. Remember to wash your hand carefully so that you won’t be poisoned.  

Please go to B12 section. 

B12 Citrus plants 

The larvae of Great mormon butterfly and Asian swallowtail live with the leaves of the citrus plants. If you have citrus plants in your garden, it will attract the butterflies to hatch eggs on the leaves. When the larvae come out from the eggs, they don’t eat leaves first, they eat the egg shell first. It is because the egg shell is the good source of protein. The larvae of Great mormon butterfly imitate the color of birds’ poop. As they grow up, their color become more and more like the color of leaves. When the larvae of Great mormon butterfly get angry, they will stretch out orange antenna. The antenna has horrible stinky smell. 

Please go to B13 section

B13 section introduces the food of butterflies. 

1. Nectar

Nectar is an very important food source of butterflies. White butterflies, Great mormon butterflies and pea blue butterflies like nectar the most. 

2. Fermented fruit. 

Nymphalidae family butterflies like to eat fermented fruit the most. If you throw the fermented pineapple in the woods, the Nymphalidae family butterflies will be attracted by the smell. 

3. Artificial nectar

During the winter, there are less flowers of the nectar plants. We can mix honey water, yogurt drink, pineapple juice, orange juice, beer and other fluid to make the artificial nectar to butterflies. 

4. Minerals

Some butterflies eat the minerals from the soil that full of minerals. It is a special source of butterflies’ food. 

5. Sap

Dead Leaf butterflies prefer sap or juice, so sap is also a food source of butterflies. 

6. Animal Stool

The butterflies of Satyridae and Hesperiidae families like cloudy or less sunshine environment, so they animal stool also is their food source. 

7. Water

Small Grass Yellow butterfly and Swallowtail butterflies like to drink water. 

8. Sweat

During hot summer time, butterflies may stop on human’s body to drink the salty sweat. 










